
中国南部貴州省の小数民族の人たちとその生活 － 2019年の招待撮影行
長岡 正利

中国の貴州省は、雲南省から東方の湖北省に向かって低くなる、

標高1000ｍ前後の、雲貴高原と呼ばれる起伏に富んだ山地になっ
うんき

ています。

貴州省の広域には古生代の石灰岩が分布して、中国有数のカル

スト地帯(中国南方カルスト)となっており、一部は世界遺産に登

録されています。大きな平地がないことから、｢地に三里の平地無

し」と言われ、全域が亜熱帯高原であるため、極端な暑さ寒さは

ないものの、降水量は多く、晴天の日が少ないことから、「天に

三日の晴れ無し｣。僻遠のこの地は、昔は貧しかったがゆえに、

「人に三銭の金無し｣。

すばらしい自然に恵まれ、今は、近代化進展の中での心暖かな人達の地です。

貴州省の人口は約3856万人で、漢族が64％(約2637万人)。少数民族で多いのは 苗 族463万人で、
みやお

以下、布依族308万人、侗族193万人と続きます。省面積の1／2以上が少数民族の自治区域となって
ぷ い とん

います。〔以上の統計データの出典は､2022年･中文版｢維基百科｣など。〕

秘境の名の高い貴州ですが、省都･貴陽は昆明などからの全国高速鉄道網に組み込まれ､全国土に

拡がる五縦七横の国家級高速道路のほか、省級の高速道もあって、小規模聚落にも舗装道路が通じ

ています。

ここでは、省都･貴陽市や古都鎮遠などに加えて、６つ少数民族地の人たちと、

その生活を紹介します。なお、民族が同じでも、その聚落(寨；村)が違えば、

人々の装いなどは違うのが普通です。下は、苗族の｢郎徳｣村にての。

【参考資料】｢貴州省日本観光センター｣ホームページ(邦文版)；綺麗な写真もご覧になれます。

中文版Wikipedia(維基百科)の｢貴州省｣と、Web｢人民網｣中文版トップから→｢地方｣→｢黔｣→｢貴州省｣
てん
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第58 回雲南懇話会

中国南部貴州省の
小数民族の人たちと
その生活

長岡 正利

今回のお話しは、
中国貴州省での
招待撮影行の

結果の報告です。

「日中友好写真家協会」 と
「国際ﾏｳﾝﾃﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ連盟｣
の共催実施。

この企画･実施と 同行の
烏里烏沙様（彝族；い族）
には、お世話になりました
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自己紹介を
1947(昭和22)年に富山県福野町（現･南砺市）で生まれ、金沢大学ではワンダーフォーゲル部で、もっぱらに山へ。

その理学部地学科では、卒論・修論で 「白山火山の地質と形成史」 をまとめた。

卒業後は、当時の建設省・国土地理院へ就職。 （当時の環境庁水質保全局と建設省河川局にも計５年間出向）

1999(平成11)年、51歳での勧奨退職（当時の「お役所の掟」）で 国土地理院を辞して、 65歳まで、民間企業の５社ほどを。

最後の２年間は、｢日本地図センター｣からの派遣社員として、国土地理院「地図と測量の科学館」の管理運営業務に。

唯今76歳で、興味の対象は、いわゆる「西域」から カラコルム・ヒンズークシュと、横断山脈から中国・東南アジア。

ほか、地図蒐集・写真・能。ほか、地図蒐集・写真・能。

（長岡､1999：カラコルム･バルトロ氷河の奥から見たＫ２）

日本山岳文化学会第18回大会
中国南部貴州省の小数民族の人たちと その生活

（ 貴州省 排調鎮麻鳥村 「錦鶏舞」の地：長岡､2019.04）

次の内容について、沢山のスライドでご紹介します。
関係各位から頂いた写真･図版には、撮影者名等を付記しています。

①中国貴州省と少数民族について、ごく概要を

② 貴州省各地の伝統的な衣裳とお祭り
（各地ごとの、「小数民族の人たちとその生活」を含む）


